
問
合
先
　
市
民
病
院
（
☎
76
・４
１
３
１
）

今
回
は
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
（
S
A
S
）

を
テ
ー
マ
と
し
て
み
ま
し
た
。
長
く
て
仰
々
し

い
病
名
で
あ
ま
り
耳
に
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
寝
て
い
る
と
き
に
息
が
止

ま
っ
て
し
ま
う
病
気
で
す
の
で
、
自
分
で
は
息

が
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
な
い
こ
と
が

多
い
で
す
。

　
し
か
し
、
実
は
多
く
の
人
が
か
か
っ
て
い
る

病
気
で
、
し
か
も
診
断
を
さ
れ
て
い
な
い
人
が

多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
の
人
口
は
最

近
80
億
人
を
超
え
ま
し
た
が
、
２
０
１
９
年
の

推
定
で
は
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
患
者
さ
ん

は
世
界
に
9
億
人
以
上
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
の
調
査
で
も
治
療
が
必
要
な
睡
眠
時
無

呼
吸
症
候
群
は
成
人
の
10
〜
20
％
と
さ
れ
、
中

高
年
で
同
窓
会
に
出
席
す
る
と
１
学
級
に
5
人

く
ら
い
は
み
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

最
も
多
い
症
状
は
昼
間
の
強
い
眠
気
で
す
。

食
後
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
時
や
、
運
転
中
の
信

号
待
ち
の
間
な
ど
に
も
知
ら
な
い
う
ち
に
寝
て

し
ま
う
程
度
で
す
。
他
に
も
、
熟
眠
感
が
な

い
、
日
中
の
倦
怠
感
、
起
床
時
の
頭
痛
、
呼

吸
が
苦
し
く
な
っ
て
夜
に
起
き
て
し
ま
う
、
な

ど
多
彩
で
す
。
症
状
の
な
い
方
は
、
家
族
な
ど

か
ら
、
睡
眠
中
に
呼
吸
が
止
ま
っ
て
い
る
こ
と

や
大
き
な
い
び
き
を
指
摘
さ
れ
受
診
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
い
び
き
自
体
は
呼
吸
の
証
で

す
が
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
で
は
大
き
な
い

び
き
を
伴
う
こ
と
が
多
い
た
め
疑
う
糸
口
に
な

り
ま
す
。

　

実
は
当
院
で
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
と
診

断
し
た
方
の
半
数
が
ほ
ぼ
無
症
状
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
だ
が
診
断

さ
れ
て
い
な
い
方
は
非
常
に
多
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
眠
気
が
少
な
い
、
さ
ら
に
は
無
症
状
な

ら
診
断
す
る
必
要
も
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
本
来
、
睡
眠
と
は
心
身
共
に
回
復

す
る
た
め
の
時
間
で
す
。
そ
の
睡
眠
中
に
呼
吸

が
止
ま
り
、
低
酸
素
状
態
（
酸
欠
）
に
な
る
こ

と
を
何
年
も
続
け
て
い
る
と
内
臓
に
負
担
が
蓄

積
し
ま
す
。
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
だ
け
が

原
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症

候
群
を
長
期
放
置
す
る
こ
と
で
糖
尿
病
、
高
血

圧
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
、
不
整
脈
や
心
筋

梗
塞
な
ど
の
心
疾
患
、
脳
卒
中
な
ど
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
悪

性
腫
瘍
の
発
生
に
も
関
係
す
る
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
逆
に
言
う
と
こ
れ
ら
に
罹
病
さ
れ
て

い
る
方
は
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
に
も
か
か

っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
は
社
会
的
に

も
重
要
で
す
。
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
に
よ

る
人
為
的
ミ
ス
が
原
因
で
原
子
力
発
電
所
（
ス

リ
ー
マ
イ
ル
島
）
や
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
（
チ

ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
）
や
タ
ン
カ
ー
座
礁
の
事
故

が
起
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も

2
0
0
3
年
の
山
陽
新
幹
線
の
居
眠
り
運
転

以
降
注
目
さ
れ
、
行
政
も
注
意
を
払
っ
て
い
ま

す
。
特
に
職
業
運
転
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
に

は
、
事
故
防
止
の
た
め
積
極
的
に
職
場
検
診
で

も
問
診
や
簡
易
検
査
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

診
断
の
た
め
に
は
ま
ず
自
宅
で
で
き
る
簡
易

検
査
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
で
治
療
が
必
要
な
睡

眠
時
無
呼
吸
症
候
群
を
疑
う
場
合
（
結
果
の
指

数
が
お
よ
そ
15
以
上
）は
当
院
で
精
密
検
査（
ポ

リ
ソ
ム
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
：
P
S
G
）
を
実
施
し

ま
す
。
1
泊
2
日
で
健
康
保
険
が
適
応
さ
れ

ま
す
が
、
4
万
5
千
円
（
3
割
負
担
の
場
合
で

個
室
料
金
含
む
）
と
高
額
で
は
あ
り
ま
す
。
し

か
し
最
も
正
確
な
検
査
で
長
期
の
治
療
を
す
べ

き
か
の
判
断
も
で
き
ま
す
。
簡
易
検
査
で
明
ら

か
に
重
症
の
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
（
簡
易
検

査
の
指
数
が
40
以
上
）
で
あ
れ
ば
P
S
G
を
行

わ
ず
治
療
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

治
療
は
、
軽
症
（
P
S
G
の
指
数
が
5
〜

19
）
で
は
生
活
習
慣
改
善
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
と

な
り
、
中
等
症
や
重
症
（
P
S
G
の
指
数
が

20
以
上
）
で
は
こ
れ
ら
に
追
加
し
て
鼻
マ
ス
ク

式
持
続
陽
圧
呼
吸
療
法
（
C
P
A
P
：
シ
ー
パ

ッ
プ
）
を
行
い
ま
す
。
C
P
A
P
が
行
え
な
い

場
合
や
軽
症
で
症
状
が
強
い
場
合
に
は
口
腔
内

装
具
（
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
）
を
作
成
し
ま
す
。
治

療
は
生
涯
に
わ
た
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
症

状
だ
け
で
な
く
危
険
な
合
併
症
を
防
ぐ
た
め
に

も
頑
張
っ
て
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
は
寝
て
い
る
間
に
密

か
に
お
き
て
い
る
病
気
で
す
。
も
し
か
し
て
、

と
思
わ
れ
た
場
合
は
当
院
を
は
じ
め
と
し
た
睡

眠
検
査
が
可
能
な
医
療
機
関
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

〜
小
牧
市
民
病
院
よ
り
〜

健
康
通
信

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
（
S
A
S
）

呼
吸
器
内
科
部
長
医
師

高
田  

和
外
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火災からまちを守るために12/７

Photo
    News

市民会館で「市立寿学園創立 60 周年大会」
が行われ、約 220人が参加しました。
寿学園は、昭和 36 年、教養の向上と心身の
健康増進を目的に始まりました。本来は昨年が
60周年でしたが、新型コロナウイルス感染症の
影響で開催できなかったため、今年大会を開催
しました。

歴史とともに新しいチャレンジを12/16

食育推進に貢献するため、コロナ禍で行き場
をなくした「国産くるまえび」が市内中学校の
給食に無償で提供されました。次世代を担う子
どものために、（公財）日本財団が実施する「海
と日本プロジェクト」の一環として、（一社）日
本海老協会より、国産くるまえび約 4,700 人分
を無償で提供いただきました。

食品ロスの
削減を目指して12/13

第 41回市民駅伝競走大会がパークアリーナ
小牧で開催されました。
今年は、67チームがタスキをつないで市内を
走り抜けました。競技中のコース沿道では、観
客が選手を応援し、ゴール付近では拍手で温か
く選手を迎えていました。
１位でゴールした平野 旭

しょう
太
た
郎
ろう
さんは、「メン

バーに支えられ、心強く走ることができた。タ
スキをもらった時から１位だったので、そのま
まゴールすることができホッとしている」と話
しました。

みんなの想いをタスキに！12/11

　消防長が清水屋小牧店で立入検査を行いまし
た。これは、消防長自らが立入検査を実施する
ことにより、来場者への防火広報とともに、火
災予防の意識を高めることを目的としています。
　立入検査では消防長らが火災警報器やスプリ
ンクラー、非常階段などの避難経路に問題がな
いかを検査し、立ち会った店長らと非常時の対
応の確認を行いました。
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